
出
会
い
３
回
ふ
れ
あ
い
倍
増

今
ま
で
の
広
報
ま
つ
ど
は
、
何
か
物
足
り
な
か
っ
た
、
行
政
の
情
報
が
一
方
的
に
流
さ
れ
て
い
る
気
が

し
た
、
身
近
な
情
報
が
少
な
い
、
文
字
が
小
さ
い
…
…
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
４
月
か
ら
、
広
報
ま
つ
ど
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
５
日
・
2
0日
の
月
二
回
だ
っ
た
発
行
日
も
５
日
・

1
5日
・
2
5日
の
月
三
回
に
…
。
中
で
も
、
1
5日
号
は
地
域
版
と
し
て
市
内
を
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
た

紙
面
構
成
で
、
よ
り
身
近
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

鬪
歪
画
部
広
報
課

支　所　名　　　　住所・電話番号

①本庁(市役所）

地 域 振 興 課

広 報 課

② 矢 切 支 所

③ 東 部 支 所

④ 常 盤 平 支 所

⑤ 小 金 原 支 所

⑥ 六 実 支 所

⑦ 小 金 支 所

⑧ 馬 橋 支 所

⑨ 新 松 戸 支 所

あなたにもっと近づきます。

1
5
日
号
は
市
域
を
三
つ
の
支
所
ご
と
に
三
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け

た
（
上
表

お
よ
び
地
図
参
照
）

地
域
版
で
お
送
り
し
ま
す
。

地
域
版

は
皆
さ
ん

か
ら
の
情

報
が
命
で
す

。

お
近
く
の
支
所
、
巾
役
所
の
地
域
振
興
課
ま
た

は
広
報
課
ま
で
、
皆
さ
ん
の
地
域
で
行
わ
れ
て

い
る
身
近
な

活
動
や
で
き

ご
と
な
ど
、

ホ

。
卜
な
話

題
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

私

た
ち
が

お
受

け
し
ま

す

お
寄
せ
く
だ
さ
い
地
域
の
話
題
や
情
報

矢切支所長
山 囗　 勝 男

東部支所長

鈴 木　 直 次

小金原支所長

高 杉　 宏 希

六実支所長

増 田　 正 雄小金支所長
杉橋　佐平

馬橋支所長
友野　守

新松戸支所長
桜井　美廣

水
曜
日
と
金
曜
日
は
夜
間
も
開
館

市
立
図
書
館
本
館

市
立
図
書
館
本
館
は

、
水

曜
日

と
金
曜

日

の
週
二
日

、

午
後
７

時
ま
で

時
間
を
延
長

し
て
開
館
し
ま
す
。

会
社

や
学

校

の
帰
り

に

、

気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ

ま
た
、
図

書
館

本
館

の
一

階
に
あ
る
「
こ
ど
も
の
と
し

よ
か
ん
」

も
、
５
月

～
８
月

ま
で
の
水
曜
日

と
金
曜
日

は

６

時
ま
で
、
そ
の
他
の
月

は

５
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

一
図

書
館
利

用
案
内

〕

●

市

内

に

全

部
で

十

九

館

市
立
図

書
館

は
、
本
館
と

十
八
ヵ
所
の
分
館
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
５
月

に
は
新
し

く
和
名
ヶ

谷
分
館
が
開
館
す

る
予
定
で
す
。

●
利
用

は
カ

ー
ド
で

利
用
者
登
録
を
す
る
と
力

Ｉ
ド
が
発

行
さ
れ

、

全
て
の
市

立
図
書
館

が
利
用
で

き
る
よ
う

に
な
り
ま

人口 と世帯　 ３月１日現在

は
前
月
比

人口460,978 人

男233,778 人

女227,200 人

世帯171,749 世帯

す

。

●
予

約

一
返

却

は
自

由
自

在

読
み

た

い
本

の
予

約

や
借

り

た
本

の
返

却

は

、
ど

の
市

立

図

書

館

で

も

で

き
ま

す

。

あ

な
た

の
生

活

ス

タ
イ

ル
に

合

わ

せ

て

ご
利

用

く

だ

さ

開
館
時
間
…
午
前
９
時
3
0

分

～
午

後
５

時

（
木

館

の
夜

間
開

館
を
除
こ

休

館

日

…

毎

週

月

曜

日

、

祝
日
、
月
末
整
理
日
（
土
・

日

・
月

曜
日

を

除

く
、

そ
の

月

の
最

終
日

）
、
年

末
年

始

、

特
別
整
理
期
間
（
６
月
１
日

～
1
4
旦

榴
車
立
図
圭
后
本
館
容
6
5
・

5
1
1
5

番

●広報まつどは新聞折り込 み

でお届 けしてい ます。　４月

15 日は新聞休刊日の ため、

広報 まつ ど４ 月１５日 号 は

14 日に折り込みました。

●新聞の宅 配を受けていない

人は、広報課 までご連絡 く

ださい。

広

報

ま
つ

ど

は

月
三

回

５
日
・
１
５
日
・
２
５
日
に
発
行

15日号は地域版

根 本387-5　 ≫  66-1111 番

三 矢 小 台3-10-5　R  62-3181 番

高 塚 新 田363-4　O  92-3061 番

常 盤 平3-30　a  87-2131 番

小 金 原6-6-2　f1 44-41 51 番

六 高 台3-71　a  85-0113 番

小 金2( ピ コ テ ィ 西 館 ３ 階)  ≪41-5101 番

馬 橋2515-1　a  45-2131 番

新 松 戸3-27　a  43-5111 番

常盤平支所長
山口　敏彦

[-329]

[-153]［-

176]
[-184]

発行：松戸市　編集：企画部広報課

〒271　松戸市根本387-5

TEL0473-66-1111　FAX0473-63-3200

地域
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健

康

祈

願

に

仁

王

様

の
股

を

拝

借

万
満
寺

（
馬
橋
）

「

い
つ

ま

で

も

い
つ

ま

で

も

、

達

者
で

い
ら
れ

る
よ

う
力

を

お
貸

し

く

だ

さ

い
」
。
願

い
を

込

め
て

仁
王

像

の
股

を
く
ぐ

る
人

た
ち

。

馬
橋

の
法

王

山
万

満

寺

（
Ｊ

Ｒ

馬

橋
駅

東
口

か
ら
徒

歩
三

分
）
で

、

３

月
2
7
日

～
2
9
日

に

、
不

動

祭

り

と
し
て

知

ら
れ

る
恒

例

の
諸
厄

災

い
よ

け

の
祈
祷

（
き
と

う
）

と
唐

椀

（
と

う
わ

ん
）

供
養

の
行

事

が

行

わ
れ

ま
し

た
。

こ

の
日

は

、
国

の
重
要

文

化

財

に
指

定

さ
れ
て

い
る
一

体

の
金
剛

力
士
像
の
一
つ
、
阿
（
あ
）
像
の

股
く

ぐ
り

が
で

き

る
こ

と
で

も

知

ら
れ
て

い
て

、
多

く

の
人

が
狭

い

仁
王
様
の
股
を
く
ぐ
り
、
健
康
を

祈

願

し
て

い
ま

し
た
。

仁王の股くぐりに訪れる人は、後を断ちません

45-2131 番

43-5111 番

馬橋2515-1

新松戸3-27

馬橋支所

新松戸支所

次
回
は
、
1
0
月
2
7
日
～
2
9
日
に

行
わ
れ
ま
す
。

黷
万
満
寺

昔
4
1・
3
0
0
9

番

ま

ち

の

伝

統

を

分

か

り

や

す

く

紹

介

新
松
戸

郷
土
資
料
館
（
新
松
戸

）

一
面
の
水
田
地
帯
が
、
わ
ず
か

の
間
に
住
宅
地
と
し
て
変
貌
し
た

新
松
戸
に
は

、
「
先
人

の
伝

統
を

後
世
に
も
伝
え
た
い
」
と
い
う
地

元
の
人
た
ち
の
思
い
の
こ
も
っ
た

郷
土
資
料
館

が
あ
り
ま
す
。

展
示
は
「
新
松
戸
の
土
地
と
人

の
歴
史
」
を
テ

ー
マ
に
、
新
松
戸

周
辺
の
歴
史
や
坂

川
の
流
れ
の
変
遷

を
模
型
な
ど
で
分

か

り

や

す

く

紹

介

。
ま
た
、
人
々

の
実
際
の
生
活
の

中

で
使

わ
れ

た

、

民
具
や
農
具
も
展

示

さ

れ

て

い

ま

す
。開
館
時
間
…
午

前
1
0時
～
午
後
４

時
（
入
館
は
３
時
3
0分
ま
で
）

休
館
自
・
：
月
・
火
曜
日

入
館
料
…
無
料

崑
助
新
松
戸

郷
土
資
料
館
（
新
松

戸
３
－
2
7
新
松
戸
支
所
三
階
）
a

4
4
‐
１
９
０
９
番

江

戸

情

緒

を

語

り

継

ぐ

御

忌

ま

つ

り

を

開

催

東

漸
寺
（
小

金
）

水
戸
街
道
の
四
番
目
の
宿
場

町
と
し
て
長
い
歴
史
を
持
つ
小華やかな稚児行列 用の衣を 着た子供たち

金
に

あ
る
仏
法
山
東

漸
寺

（
Ｊ

Ｒ
北
小

金
南
口
よ
り
徒
歩
五
分
）

で
、
４
月
2
5
日
(
木
)
～
2
7
日
(
土
)
ま

で

、
御

忌

（
ぎ
ょ
き
）

ま
つ
り

が
行
わ
れ
ま
す
。

参
道

や
町

中
に
は

、
植
木
市

や
露

店
が
に
ぎ

や
か
に
立
ち
並

び

、
江

戸
時
代

か
ら
地
元

小
金

だ
け
で
な
く
、
東
葛
一
円
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

特
に

初
口

の
2
5日

に
は

、
子

新松戸周辺埋没 古地形図の説明をする大井館長

歳
～
七
歳
児

周
辺
を
行
列

円

ど
も
た
ち
の
無

病
息
災
を
祈

る

稚
児

行
列

が
行

わ
れ

る
な
ど
の

見

所

が
あ
り
ま

す
。
○
稚
児
行
列
の

参
加

者
募
集

４

月
2
5日
米

午
後
１
時
3
0分

か
ら
　

会
場
東

漸
寺
　

対
象
二

内
容
衣
を
着
て
寺

費
用
衣
装
代
六
千

畄
４
月
2
0
日
(
土
)
ま
で
に
、
仏
法

山
東

漸
寺
 
 
4
5・
1
5
1
7

番

へ

ス

ポ

ー

ツ

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室

４
月
2
1
日
(
日
)
午
前
９
時
～
正

午

会
場

新
松
戸

西
小

学
校

校
庭

費
用
無
料

畢
当
日

現
地
で

畤
体
育
指
導
委
員
・
木
下
公
4
5
・

3
4
2
9

番

ソ

フ

ト

バ

レ

ー
ボ

ー
ル

教

室

４
月
9
1
一
日
(
日
)
午
前
９
時
～
正
午

会

場

新

松

戸

西

小

学

校

体

育

館

費
用
無
料

岡
当

日
現
地
で

腎
体

育
指

導

責
員
・
加

藤
容
4
3
・

9
8
3
0

番

イ
ン

デ

ィ

ア

カ

教

室

４
月
2
1
日
(
日
)
午
前
９
時
～
正
午

会

場

新

松

戸

西

小

学

校

体

育
館

費
用
無
料

軍
当

日
現
地

で

羇
体
育
指
導
委
員
・
梶
野
昔
4
2
・

2
6
0
2

番

ラ

Ｌ

ン
ボ

ー
ル

卓

球

教

室

４
月
2
1
口
(
日
)
午
前
９
時
～
正
午

会

場

新
松

戸

西

小

学

校

体

育
館

眥

用
無
料

甲
当

日
現

地
で

岡
体
育
指
導
委
員
・
香
川
登
4
3
・

5
5
8
0

番

サ

ー

ク

ル

新
大
正
琴
の
会

毎
月
第
一
・
二
火
曜
日
午
前
1
1

時
～
午
後
１
時

会
場
馬
橋
市
民

セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
二
千
五
百
円

（
入
会
金
二
千
円
）

厘
松
尾

音
4
3・
3
1
0
8

番

松

戸
東

ロ
ー
タ

ー
ア
ク
ト

ク
ラ

ブ
毎
月
第
一
・
二
木
曜
日
午
後
７

時
～
９
時

会
場
馬
橋
し
あ
わ
せ

一
番
館
　
対
象
十
八
～
三
十
歳
の

人

善
印
肖
二
千
五
百
円

（
入
会

金
千
円
）

鰒
長
谷
川
音
3
9
・
７
８
５
４
番

新
松
戸
吟
道
会
（
詩
吟
）

毎
週
①
土
曜
日
午
前
1
0
時
～
正

午
②
土
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
③

土
曜
日
午
前
1
0時
～
正
矢

ぶ
水
曜

日
午
後
１
時
～
４
時

⑤
木
曜
日
午

後
２
時
～
４
時
会
場
①
②
新
松

戸
市
民
セ
ン
タ
ー
③
⑤
馬
橋
東
市

民
セ
ン
タ
ー
④
青
少
年
会
館
　
費

用
月
二
千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

岡
塩

井
 
4
4・
9
1
9
6

番

金
曜
デ
ッ
サ
ン
会

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
～
４
時

会

場
青
少
年

会
館

登
用
月
三
千

円

（
入
会
金
三
千
円
）

岡
茸
代

昔
4
5・
2
8
1
1

番

コ
ス
モ
ス
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
毎
月
第
一
・
二
土
曜
日
午
前
1
0

時
～
正
午

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン

タ
ー
 
費
用
月
五
百
円
（
入
会
金

三
百
円
）

固
石
井

昔
4
1・
4
6
8
8

番

エ

ア

ロ
ビ

ク

ス

サ

ー
ク
ル

毎

週
火
曜
日

午
前
1
0
時
～
1
1
時

1
0
分
 
会
場
八
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ

ー
費
用
月
二
千
円
（
入
会
金
千

円
）
艱

金
子

登
4
5
・
6
1
3
7

番

自

彊
術

振

興
会

毎
週
①
土
②
火
曜
日
各
午
後
２

時
～
４
時
会
場
①
小
金
市
民
セ

ン

タ

ー
②
常

盤
平

目
治

会
館

器
用

月
二
千

円
（
入
会

金
二

千
円

）

厚

笊
川

昔
4
3
・
2
8
2
9

番

小

金

ペ
ン

習

字
サ

ー
ク

ル

毎

月
第
二

・
四

火
曜

ぼ
午
後

７

時
～
８

時
5
0
分

会

場
小
金
市
民

セ

ン

タ

ー
　

費

用

月

千

五

百

円

（
入

会
金
二
千

円
）

圃
円

山

公
4
1
・
4
4
1
4

番

テクノ21日曜大工講座

小金原にあるテクノ21

5 月12日～９年４月20日の毎月第２・３

日曜日、午前９時～正午（８月・12月・１

月は月１回）　内容松戸建築組合員による

道具の使い方から組み立てまでの技術を個

人に合わせて指導　定員先着20人　費用３

ヵ月9,000円

市民ハイキング講座

講習会５月14日(火)午後７時～９時、18

日(土)午後１時～５時、６月４日(火)午後７

時～９時 会場市民会館ほか　ハイキング

５月25日(土)26日(日)(１泊２日)行き

先谷川岳　対象60歳以下の人　費用21,000

円( 受講費・交通費・宿泊費含む)

匣ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号を

記入して、〒270 松戸市大谷口288 の16 松

戸山の会・清水多美子(S43 ―5307 番)

へ

野鳥観察会｢ 谷津干潟｣

まつど女性会議「エンパワーメントす

るまつどの女」

４月21 日(日)午

前８時松戸駅東

ロデッキ上集合、

正午現地解散予

定( 雨 天中止)

会 場 習 志 野 市

内容干潟に来る

水鳥シギ・チドリ　持ち物筆記具・観察用

具・昼食　費用無料( 交通費実費)

匝肖日、集合場所で

(財)まつど街と水辺の緑化基金Q45―

9846番

匣直接テク

ノ21 (松戸

地域職業訓

練 セ ン タ

ー・松戸市

小金原１の

19の３・ａ

49 ―3200

番）窓口へ

４ 月20 日(土)午

後 １ 時30 分 ～ ４

時30 分　 会 場 女

性 セ ン タ ー ゆ う

まつ ど　 内 容 総

会 と シ ン ポ ジ ウ

ム（コーディネーター…女性の学習情報を

つなぐ会・西山恵美子氏、シンポジスト…

田無市議・サポートハウス年輪・安岡厚子

氏､㈱ウェスタ代表取締役・川本久美恵氏）

蹄］本郷R47-8482番（夜間）

レクリエ ーション・インストラクター

資格取得講習会

４月25日(木)～９年２月16日(日)会場馬

橋東市民センターほか　定員先着20人　費

用36,000円( 分納・１講座ごとの受講も可

〔１講座1,000円〕。その他実費負担あり)

圉 ４月20日(土)〔必着〕までに、ハガキに

住所・氏名・年齢・職業・電話番号を明記

して、〒270松戸市小金原８の13の ２の１

の303 伊藤方松戸レクリエーション協会事

務局(Q42 ―7419=番) へ

一時保育保育者養成講座受講生募集

小さい子どものいる母親の学習参加と、

子どもの仲問づくりを支援する一時呆育ボ

ランティアを養成する講座です。

５月９日～７月18日の毎週木曜日（全11

回）、午前10時～正午　会場女性センター

ゆうまつど　講師立教大学講師・長谷幸江

氏　対象受講後、市主催の学習会などで一

時保育活動の可能な人　定員20人（保育

あり２歳以上10人まで）

惠４月24日(水)〔必着〕までに、ハガキに応

募の動機・住所・氏名・年齢・電話番号・

保育の希望者は幼児の名前と年齢を記入し

て、〒271 松戸市本町14 の10松戸市女性セ

ンターへ

羆女性センター昔64一一8778番

新体操講習会

４月20 日(土)午後３

時～５時　会場青少

年会館　 対象４歳～

中学生 費用無料

圃松戸アミューズ新

体操クラブ・大門登

86―4434#

小金・馬橋

新松戸支

所版

小金支所 小金2(ピコティ西館3

階)

41-5101番



87･2131 番

44-4151 番

85-0113番

常磐平支所

小金原支所

六実支所

桜

ま

つ

り

で

あ

ざ

や

か

な

春

を

満

喫

（
六

実

・

常

盤

平

・

八

柱

）

咲

き
誇

る
桜

は
春
の
代
名

詞
。
松
戸
の

春
を
彩

る
桜
ま
つ

り
が
、

４
月
６

日
・
７
日

に
三
会

場
で

行
わ

れ
ま
し

た

。

○

桜

を

バ

ッ

ク

に

歌

自

慢

六

実

桜

ま

つ

り

カ

ラ

オ

ヶ

大

会

と

約

千

人

が

参
加

の
踊
り

が
特
徴

の
六

実
桜
ま

つ
り
。
今
年
も
、
参
加
し
た
人
訪

れ
た
人

を
問

わ
ず

楽
し
ん

で

い
ま

し
た

。
ま
た

、
こ

の
季

節

に
は
珍

し

い
花

火

も
飛

び

出

し

ま

し
た

。

０

３

キ

ロ

の

桜

並

木

は

圧

巻

と

き

わ

平

桜

ま

つ

り

建
設
省
の
「
日
本
の
道
百
選
」

に
も
選

ば
れ

た
常
盤
平

か
ら
五
香

に
か
け

て
の
「
さ
く

ら
通

り
」
は
、

松
戸
の
桜
並
木
の
老
舗
（
し
に
せ
）

的

存
在

。
約
三

キ

ロ
続
く

桜

の
ト

ン

ネ
ル

を
、

多
く

の
観

光
吝
か

満

喫

し
て

い
ま

し
た
。

○

オ

リ

ジ

ナ

ル

企

画

が

魅

力

八

柱

さ

く

ら

祭

り

豊
富

な
催

し
物
と

独

目
性

あ
ふ

れ
る
企
画

が
魅
力

の
八
柱

さ

く
ら

祭
り
。
今
年
も
太
極
拳
・
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
・
和
太
鼓
に
大
正
琴
ま
で

登

場
し

、
お

祭
り
気

分
を

盛
り

上

げ

て

い
ま
し
た

。

栄 冠は誰の頭上に （六実桜まつり のカ ラオヶ 大会）

見
事
な
桜
の
ト
ン

ネ
ル
（

と
き
わ
平
桜

ま
つ

り
）

坂

川

の
源

流

め

ざ

し

て

二
百
人
が
エ
コ
ハ
イ
ク（
小
金
原
）

汗
ば
む
陽
気
と
な
っ
た
３
月
3
1

口

、
青
年
会
議
所
の
呼
び
か
け
で

河
川
愛
護
団
体
な
ど
約
十
団
体
が

参
加
し

、
「
坂
川

の
清
流
復
活

」

を
願
っ
て
、
坂
川
の
源
流
で
あ
る

大
清
水
を
め
ざ
す
エ
コ
（

イ
ク
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

流
山
鉄
道
小
金
城
趾
駅
か
ら
源

流
ま
で
坂
川
を
さ
か
の
ぼ
る
約
八

キ
ロ
を
、
空
き
カ
ン
や
ご
み
を
拾

い
な
が
ら
、
参
加
者
約
二
百
人
が

全
員
無
事
に
歩
き
通
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
小
金
原
こ
ど

も
の
遊
び
場
に
移
し
、
豚
汁
を
食

べ
て
（

ラ
ペ
コ
の
お
な
か
を
満
た

し
ま
し
た
。

坂 川源 流の水車に感激！

催

し

物

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
歌
謡
教

室
・
四
季

の
会
コ
ン
サ

ー
ト

４
月
2
1
日
(
日
)
午
後
１
時
開
演

龠
場
ハ
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内

豐
耿
の
玉
手
箱
ほ
か
　
費
用
無
料

雌
岡
田

合
4
2・
0
6
9
0

番

春
の
山
野
草
展

５
月
４
日
(
休
)
・
５
日
(
祝
)
、
午

前
1
0時
～
午
後
４
時

会

場
及
川

酒
店
会
議
室

（
新
京
成
線
元
山
駅

西
目
　
費
用
無
料

※
即
売
も
実
施
し
ま
す
。

崑
松
戸
盆
栽
愛
好
会
・
増
田
合

6
3
・
7
3
9
6
番

ど
な
た
で

も
参
加

で

き
る
「
介

護

者
教
室
」

４
月
2
0
日
(
土
)
午
後
１
時
3
0
分

～
３
時

会
場
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
や
わ
ら
木
苑
デ
イ
サ
し

ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
金
ケ
作
二
七
七
、
五

香
駅
東

口
下

車
、
新
京

成

バ
ス

「
小
新
山
」
行
き
で
新
栄
町
入
口

上

平
）
　
内
容
や
わ
ら
木
苑
理
事

長
・
古
田
玲
子
氏
に
よ
る
老
人
介

護
体
験
談

善
用

無
料

瓸

や
わ
ら
木

苑
・
蒲
生

容
8
6・

0
2
1
3
番

サ

ー

ク

ル

健

康
体

操

ま

つ

ひ

毎
週
火

曜
日

午
前
1
0
時

～
ｕ

時

3
0
分
　
会
場
松
飛
台
市
民
セ
ン
タ

ー
　
対
象
女
性
　
費
用
月
千
五
百

円

父

会

金
千
円

）

嵳

川
辺

昔
8
6
・
0
5
4
2

番

懼

康

体

操
ク

リ

ー
ン

ク

ラ

ブ

毎
週
木

曜
日

午
後
２

時

～
４
時

会

場

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー
体

育
室

費
用
月
月
二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

厘
岡
崎
容
8
4
・
4
7
8
5
番

Ｋ

ク
ラ

ブ

（
バ

レ

ー
ボ

ー
ル

六

人

制
）

毎
週

土
曜
日

午
後
３

時

～
６
時

と
月
二
回

日
曜
口

午

後
５
時

～
７

時
 
会
場
牧
野
原
小
学
校
体
育
館

対

象
二
十

歳
以

上
の
男

女

経
験
者

費

用
月
五

百
円

（
入
会

金
な

し
）

囃
池

田

昔
8
4
・
8
6
9
1

番

小

金

原

エ

ア

ロ

ビ

ク
ス

サ

ー

ク

ル
毎
週

水
曜
日

午
前

９
時
1
5
分

～

Ｈ
時
会
場
小
金
原
体
育
館
 
費

用

月
二
千

円

（
入
会
金
二

千
円

）

刎

大
崎

昔
4
5
・
9
3
4
6

番

茶

道

勉

強

会

（
裏

千

家

）

毎
月

第
二
木

・
土

曜
日

午
前
1
0

時

～
正

午

会
場

松
飛
台
市

民

セ

ン

タ
ー
　

費

用
月
干

五
百
円

（
入

会

金

な
し
）

雌
斉
藤
登
8
4
・
2
8
9
1
番

六
高
台

藤
サ

ー
ク
ル

毎
月
第
一
・
二
金
曜
日
午
前
1
0

時
～
正
午

会
場
六
実
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
千
五
百
円
（
入
会

金
五
百
円
）

圖
本
問

容
町
・
5
7
1
3

番

あ
か
し
や

つ
ま
み
画
研

究
会

毎
月
第
二
・
四
火
曜
日
午
前
1
0

時
～
正
午
会
場
常
磐
平
市
民
セ

ン
タ
ー
　
費
用
丹
二
千
円
（
入
会

金
二
千
円
）

崑
蜷
川

音
8
8・
7
3
6
5

番

根
木
内
て

ん
刻
会

毎
月
第
一
・
三
水
曜
日
午
後
１

時
～
４
時

会
場

タ
ウ
ン
ス
ク
ー

ル

根
木

内

（
根
木

内
小

学

校

）

対
象
初
心
者
可

定
員
先
着
八
人

眥
用
月
三
千
円

（
入
会
金
な
し
）

岡
鎌
田

容
4
2・
1
4
1
8

番

真

美
フ
レ
ッ
シ

ュ
体
操
会

毎
週

①
火
②
水
曜
日

、
各
午

前
９
時
3
0分
～
1
1時
　
会

場

①

②
と
も
常
盤
平
体
育
館
 
対
象
女

性
 
費
用
月
各
二
千
五
百
円
（
入

会
金
二
千
円
）

周
池
田

公
8
7・
5
5
8
0

番

根

木

内

ジ

ョ

リ

ー

コ

ー

ラ

ス

（
女
声
）
毎
週
金
曜
日
午
後
２
時
～
４
時

侖
璢
小

金

原
体

育
館
会

議

室
　

費

用

月
三

千
円

（
入

会
金
千

円
）

高
橋
 
4
3
・
1
5
0
6
番

小

金
原

女
声

コ

ー
ラ

ス

毎
週
月

曜
日

午
前
1
1
時

～
午

後

１
時
 
会
場
小
金
原
団
地
六
ー
七

会
館
 
費
用
月
三
千
円
（
入
会
金

千
円

）

嵳
酒

井

容
4
3
・
1
7
7
3

番

常

盤

平

踏

友
会

（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎
週

土
曜
日

午
後

１
時

～
３

時

会

場
小

金
原

市
民

セ
ン

タ
ー
　

費

用

月
二
千
五

百
円
（
入
会

金
千

円
）

纒
伊

東

音
8
8
・
9
7
2
0

番

常盤平支所コミュニティ会議

室をご利用ください

皆
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま

す

教育委員会会議を開催

４月18 日南 午後１時30分 から　会場教

育委員会５階会議室　議案市立図書館設置

剃列の一部を改正する条例の施行期日を定

める規則ほか

圃教育委員会企画調整室IQ66 ―7455番

個人市政見学会の参加者を募集

市民の皆さんに市政を身近に感じていた

だくため、個人を対象にした市政見学会を

実施します。

５月９日(木)午前９時～午後３時30分　

ース市役所（集合）～健康増進センター～

21世紀の森と広場～和名ケ谷クリーンセン

コイのぼりを募集

５月５日の子供の日に、坂川旭町大橋か

ら松栄橋までの約２ｋｍで、コイのぼりを

泳がせます。

常 盤平 支 所

に コ ミ ュ ニ

ティ会議室

を設置しま

『女性のつどい'96』の実行委員を募集

｢女性のつどい｣ は、女性問題の解決を

めざして、性や世代の違いを超えて語り合

う場として毎年秋に開催しています(今年

は女性センター改修１周年記念として、10

月19日に開催予定)。 実行委員として、女

性問題にあなたの力を大いに奮ってみませ

ター（昼食および

見学）～消防局～

市役所（解散）

定員先着23 人　持

ち物昼食（飲食店元気に泳ぐ コイのぼり

不用に

なったコ

イのばり

を４月28

日(土)まで

募集して

いますの

で、ご連

和名ケ谷クリーンセンター
等 はありません）

費用無料

※前回のつどいの報告集をご希望の方はご

連絡ください。

した。町会・自治会やボランティア

活動にご利用＜ださい。

※小金原支所・馬橋市民センター

・小金市民センターにも今年度中

に設置される予定です。

利用時間午前９時～午後９時 利用

会場コミュニティ会議室（20 人＜ら

いでの利用が最適） 費用無料

圉希望日の２ヵ月前から常盤平支所

Q87-2131 番（午前９時～午後５時）

へ

んか。

４月25日(木)午後７

時から第１回実行委

員会を開催　会場女

性センターゆうまつ

ど　対象市内在住・

在勤・在学の女性

頻電話で女性センタ

ー容64-8778番へ

圉電話もしくはファクス（62-6162番）で

広報課へ

パ ート看護婦募集

対象45 歳までの看護婦および准看護婦有

資格者　業務内容市立老人保健施設梨香苑

での看護業務　募集人員１人

囲 市立福祉医療センター東松戸病院総務課

091 ―5500 番

※市内の施設に勤務している人はご遠慮

ください。必要書類はお問い合わせを

絡ください。

連絡をくだされば引き取りに伺います。

大きさは問いませんので、ご協力をお願

いします。

圃 坂川に清流を取り戻す会・秋山登62 一一

9337番

慢性肝炎医療相談会

４月21日(日)午後１時30 分から　会場市

民会館対象慢性肝炎で困っている人内

容医療相談・気功講習会　定員先着70 人

費用無料

崑千葉肝臓友の会c0474―69-3222番

常磐平・小

金原
六実支

所版

常磐平3.30

小金原6-6-2

六高台3-71



夕

暮

れ

に

祭

り

ば

や

し

が

聞

こ

え

る

ま

ち

矢

切
ば
や
し
保
存
会

（
矢
切
）

66-1111番

624181 番

92-3061番

矢切支所

東部支所

大
規
模
な
地
震
で
住
む
家
を
失

っ
た
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
切

れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
自
分
の

力
で
衣
食
住
を
確
保
し
よ
う
と
、

「
震
災

サ
バ
イ

バ
ル
教
室
」

が
丙

口
消
防
署
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

アルミ缶を使 ってのコンロ作成

段
ボ
ー
ル
（

ウ
ス

ふ
問
易
ト
イ

レ
の
組
み
立
て
、
ア
ル
ミ
缶
を
使

っ
た
コ
ン
ロ
の
作
成
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
を
利
用
し
た
ご
飯
の
炊
き

出
し
、
浄
水
器
に
よ
る
飲
み
水
の

確
保
な
ど
、
災
害
時
に
役
立
つ
技

術
を
体
験
し
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
一
年

以
上
た
っ
た
今
で
も
、
町
会
・
事

業
所
な
ど

か
ら
約
三
百
五
十
人
が

参
加
し
、
市
民
の
地
震
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
を
感
じ
た
一
日
で
し

た
。

も

う

一
つ

の

花

見

梨

の

花

が

満

開

（
高
塚
新
田

）

固
西
口
消
防
署
登
6
7・
0
1
1
9

番
松

戸
の

名
産
で

知
ら
れ

る
梨

。

そ
の
花
が
白
く
可
憐
で
、
な
か
な

か
見
応

え

が
あ
る
も

の

だ
っ
て

知

っ
て
い
ま

し
た

か
？

五

香

・
金
ヶ
作

、
六
実

、
松

戸

、

串

崎
新

田

、
そ
し
て

こ

の
高
塚
地白く 可憐な 花が咲き 乱れます

区
の
梨
園
で
は
、
梨
の
花

が
満
開

で
す
。
梨
は
棚
を
作
っ
て
植
え
て

あ
る
た
め
、
辺
り
一
面
に
咲
ぐ
花

は
、
フ
ワ
フ
ワ
浮
か
ぶ
雲
の
様
に

も
見
え
ま
す
。

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
実
が
な
る

よ
う
、
農
園
の
人

が
筆
で
花

。
つ

ひ
と
つ
を
人
工
授
粉
さ
せ
て
い
る

光
景
に
も
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
こ
の
時
期
は
養
蜂
業
者

が
梨
畑

に
（

チ
の

巣
箱
を
置

い

て
、
（

チ
が
蜜
を
集
め
て
い
る
の

で
ご
注
意
を
。

固
石
橋
公
9
2
・
9
1
3
4
番

「
市
立
松
戸
高
等
学
校
後
援
会
」

を
設
立
し
て
、
部
活
動
振
興
・
教

育
環
境
の
整
備
・
学
校
行
事
の
援

助

を
し
て

い
き
ま
す

。

厚
市
立
高
校
後
援
会
事
務
局
一
8
5

・
3
2
0
1

番

二
十
世

紀
ケ
丘

社
交

ダ
ン

ス
サ

ー
ク
ル

（
入
門

毎
週
土
曜
ぼ
午
後
５
時
～
７
時

会

場
二
十
世

紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ

ー
費
用
二
千
円
（
入
会
金
二

千
円
）

育
渡
辺
ｓ
6
1
・
1
9
8
7
番

す

み

れ

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

（
初
・
中
級
）

毎
週
金
曜
日
（
月
四
回
）
午
後

７
時
～
９
時

会

場
東
部
ス
ポ
ー

ス
（
Ｉ
ク
　
費
用
 
月
二
千
五
百
円

（
入
会
金
二
千
円
）

舞
不
由

島
昔
9
1・
1
2
3
0

番

松
戸
一
塁
里
合
唱
団

毎
月
第
一
・
三
・
四
土
曜
日
午

後
２
時
丿
分
～
５
時

会
場
市
民

会
館
 
費
用
月
二
千
円
（
入
会
金

二
千
円
）

雌
寺
島
昔
8
4・
5
9
3
9

番

二
十

世

紀

ケ
丘

ヨ

ガ
体

操
サ

ー

ク

ル毎
週

木
曜
日

（
月
四
回

）
午
後

７
時
～
９
時
 
会
場
二
十
世
紀
が

丘
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
二
千

円

（
入

会
金
千
円

）

岡
藤
枝
 
6
3
・
5
3
4
1
番

音

楽
の
広

場

４
月
３
日
(
火
)
午
後
１
時
3
0
分
～

３
時
3
0
分
会
場
市
民
劇
場
費

用
テ

キ
ス
ト
代
二
千

七
百

円

（
初

回
の
み

）

崑
矢
切
公
民
館
 
6
8
・
1
2
1
4

番奥

様

い
け
ば

な

会

毎
週
①
火
②
木
⑤
金
曜
日
、
各

午
前
1
0
時
～

午
後
２

時

会

場

①

馬
橋

東

一
五

香

・
八
柱

市
民

セ
ン

タ
人
②
市
民
会
館
③
明
・
六
実
市

民

セ
ン

タ

ー
　

費
用
月
二

千
五

百

円
（
入
会
金
な
し
・
花
材
費
は
別
）

囃
橋

本

音
6
8
・
5
3
4
1

番

松
戸
園
芸
愛
好
会

毎
月
第
二
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後

２
時

会
場

市
民

会
館
 

費

用

月
二

百
円

（
入
会
金

な
し
）

崑
田

中

昔
4
1
・
9
2
0
6

番

ト

ー
ク

Ｍ
ｃ

（
話

し

方

教

室
）

毎
月
第
一
・
三
火
躍
日
午
後
６

時
3
0
分
～
９
時
会
場
市
民
会
館

費
用
月
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

崑
松
下

容

即

・
5
2
3
4

番

ホ
ー
ム
指
圧
指
友
会

毎

週
木
曜
日

午
後
１

時
～
４

時

会

場

市

民

会

館
　

費
用

月
千

円

（
人
会
金
千

円
）

鰥
上
野
登
6
2
・
5
0
4
5
番

松
戸
邦
楽
会
（
小
唄
・
三
味
線
）

毎
月
第
一
・
三
水
曜
日
午
前
1
0

時

～
午
後
２

時

会

場
市
民
会

館

曹
用
月
二
千
五
百
円
（
入
会
金
千

円
）
艱
兵
藤
 
6
3
・
0
2
1
4
番

松

尽
市
民

合
唱

団

毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
3
0
分
～

９
時
 
会
場
市
民
会
館
 
費
用
月

四
千

円

（
人
会
金
千
円

）

岡
井

出

登
4
2
・
9
4
1
0

番

博 物 館 講 演 会 ・松 戸 の 歴 史 を 語 る 「旧

松 戸 宿 ・小 金 宿 に 残 る 古 建 築 」

５月 ３日（祝）午後 ２時 か ら　 会場 市 立 博物

館　 講師 国 立 歴 史 民俗 博 物館 教 授 ・濱 島正

士 氏 定 員 先 着80 人 費 用 無料

匣４月24日(水)までに往復ハガキに住所・

氏 名 ・電 話 番 号 を記 入 し て 、〒270 松 戸 市

子 駄 堀671 市 立 博 物 館 講 演 会 係(Q84 ―

8272 番 ） へ

松戸駅市民ギャラリーの利用受け付け

と説明会

抽選日 ４

月３０日(火)

(７月12日(金)

～10 月４日

(金)の利用分〕

午後６時30

分から

市民コンサート合唱団員募集

練習日６月５日から毎週水曜日、午後７

時～９時　会場市民劇場ほか　曲目フォー

レ・レクイエム　費用7,000円 指導大島義

彰氏公演11月17日(日) (管弦楽・ニューフ

ィルハーモニーオーケストラ千葉、指揮・

大島義彰）

［嘸ハガキに住所・氏名・電話番号・合唱パ

ート・「フォーレ・レクイエム演奏の有無」

を記入し、〒270松戸 市子駄堀646 の4森の

ホール21松戸市文化振興財団内松戸市音楽

協会・大沢(083-0111 番） へ（参加要

項をお送りします）

21 世 紀の森 と広場｢ こ めっこクラブ｣

会員募集

活動日５月11日(土)田植え、６月22日(土緑

草・害虫駆除､8 月17 日(土)稲の観察．９月

14日(土)稲刈り、９月23日(祝)、脱穀11月９日

(土)餅つき　対象小学校４～６年生(市内在

住で全回参加でき、保護者が世話役として

手伝える人)　 内容公園のたんぼで米づく

りの自然体験　講師相田伊沙美氏　定員25

人( 抽選) 費用実費

圃５月２日(木)〔必着〕までに、往復ハガキ

に住所・氏名・電話番号・学年を明記し

て、〒270松戸市子駄堀269 21 世紀の森と

広場パークセンター(045-8900 番) へ

障害者への有料道路割引証を支所でも

交付

５月１日から、障害者が有料道路を利用

する場合の割引証の交付を、各支所でも受

けられるようになります。

対象①身体障害者手帳を持っている障害

者本人が運転する場合②第１種の身体障害

者または重度の精神薄弱者を日常的に介護

している人が障害者を乗せて運転する場合

持ち物身体障害者手帳または療育手帳・自

動車検杏証・運転免許証

奈障害者本人または家族が所有する自動車

で、営業用とレンタカーは除きます。

蹄]しあわせ課給付係

会場京葉ガスＦ松戸ビル６階会議室　持ち

物筆記用具・印鑑

※その後空きがあれば、５月１日(水)から電

話で受け付けます。

厘社会教育課市民文化係S66 ―7462番

千 葉 県 中 途 失 聴 者 難 聴 者 東 葛 地 区 松 戸

例 会

読話 、手 話 の勉 強 会 と楽 しい お し ゃべ り

の会 を開 催 し ま す。

４月26日(金)午後１時30分～午後３時30

分 会 場 市社 会 福 祉 協議 会 第 ３ボ ラ ンテ ィ

ア室 費用無料(非会員100円)

※ ＯＨ Ｐ手話 通訳 付 き

囲田中公46-7124番、岡野FAX 47-5655

番

講演会｢ 地震・火災に強い家の建て方、

見分け方｣

４月21日(日)午後２時～午後４時30分　会

場女性センターゆうまつど　内容耐地震・

耐火災の｢ くらしと家族を守る｣ 住 まいづ

くり、地域づくりについての専門家の解説

(個別相談もあり)　 費用無料

羆東葛企画設言十事務所・小儀S41 ―3743

番

市
立
高
校
後
援
会
会
員
募
集

本庁・矢切

東部支所版

本庁(市役所地域振興課

・広報課)
高塚新田363-4

チ
ビ
ッ
コ
た
ち
の
矢
切
ば
や
し
は

な
か
な
か
堂
に
入
っ
た
も
の
。
祭

り
に
向
け
て
練
習
に
熱
が
入
り
ま

す
（
上
）
庚
申
塚
（
左
）

下
矢

切

の
矢
切
神

社
の

周
辺
で

は

、
夕

暮
れ

時
に
祭

り

ば
や
し

が

聞
こ
え
て

き
ま

す
。

こ

れ
は

、
矢
切

ば
や

し
保
存

会

（
深

山
久

義

会

長

）

の
練

習

の

様

了
で
、
小
学
校
二
年
生
か
ら
中
学

生
ま
で

の
約
三

十

人

が
、
毎
週

上

曜

口
午

後
６

時

か
ら
太
鼓

、
大

太

鼓

、
笛

の
指
導
を
受

け
て

い
ま
す

。

矢
切

ば

や
し

は
今
か

ら
八
十

年

前
に

、
金
町

・
柴
又

の
葛
西

ば
や

し

が
対

岸

の
矢
切

に
伝
わ

っ

た
の

が
始
ま

り
で

。
五

人
の
先

生

が
子

供
た
ち

に
指

導
を

始
め
て

ト

ー
年

に
な
り

ま
す

。

自
ら
の
力
で
衣
食
住
を
確

保
・
震
災
サ
バ
イ
バ
ル
教
室

西
囗
消
防
署
(
舌
ヶ
崎
）

「
頭

で

と

い
う
よ

け
は

体

で
感

じ

る
も
の

な
の
で

、
子

供
た

ち
は

覚
え

が
早

い
」
と

、
指

導
に

当
た

っ
て
い
る
安
川
さ
ん
と
高
安
さ

ん
。
「
フ
ァ
ミ
コ
ン
よ
り
楽
し
い
」

と
子

供
た

ち
に

も
好

評

の
よ

う
で

す
。今

は
、

庚
申
塚

祭
り

で
の

矢
切

ば

や
し
奉

納
に
向

け
て

、
よ

り
一

層

練
習

に
熱

が
入
っ
て

い
ま
す

。

崑
深
山
 
6
7
・
１
０
３
１
番

募

集

サ
ー
ク
ル
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